
汚染防止対策カプラ使用による臨床評価

クリーンカプラ シリコンカプラ

JA愛知厚生連 海南病院 透析センター   

   〇大平茂善、花井栄治、中野浩志



方法

1998年6月より従来のカプ

ラから汚染防止対策カプラ（シ
リコンカプラ 24台、クリーンカ
プラ 7台を設置。

ダイアライザーを変更してい
ない安定期の患者16名に対
してHb、Ht、TP、Albの評価を
行った。

β2-ミクログロブリン（ β2- 

mg）は全患者（約90人）に対
して透析前値を評価した。



カプラの汚染状況

カプラの種類 細菌培養

従来型カプラ
緑膿菌(3+) 

GBR(2+)

シリコン・カプラ （－）

クリーン・カプラ （－）
従来型カプラ ＋

クリーンカプラ用バイパス棒

GNR(2+)

Ps.spp（同定不可能）



ET濃度とβ2-mg

Endotoxin(EU/l) β2-mg(mg/l)

1997 9.38±6.06 30.3±7.79

1998 4.67±5.56 28.9±9.65

1999 2.45±6.02 27.1±7.89

2000 0.76±7.89 －



TP,Albの推移
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毎透析時のEP使用量の推移
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結 果

１．Hb、Ht、TP、Albが上昇した。

２．β2- mgが低下した。

３．エリスロポエチンの使用量が減少できた。



考 察

細菌繁殖を抑えET濃度を低下させる事は必要
不可欠ではあるが近年、カプラ及びバイパスコネ

クタによる汚染も指摘されはじめ、これらの対策
も必要になってきた。

現状の汚染防止対策カプラでは未洗浄部分が
存在し、簡易的な消毒が必要である。したがって、
さらに改良されたカプラの開発を期待している。



結 論

1992年よりET濃度を 25EU/L 以下に維
持してきたが、臨床データによる大きな変
化は見られなかった。                                                       

しかし、カプラの変更によりHb、Ht、TP、
Albの上昇、 β2 - mg の低下を認め汚染
防止対策カプラの使用は有用であると思
われる。
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